
住宅資源調査

実施状況
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・被災住宅を悉皆的に調査し、
 修繕・活⽤可能な住宅資源を把握
 
・公費解体に依存せず「残せる建物」を⾒極める

 ・住宅単体だけでなく
  集落単位の復興資源を明らかに
 
・復興計画や利活⽤事業に活かし、
 創造的復興の基盤をつくる

調査の⽬的
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調査対象

・半壊以上の被害をうけたが、

 公費解体の申請が出ていないもの

・公費解体の申請が出ているが、

 残す価値のあるもの

・歴史的価値のある住宅だが

 文化財指定は受けていないもの
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・⾃治体提供データ

 （罹災証明書、公費解体）

・⽯川県「近代和⾵建築リスト」

 
・文化財調査データ

 外部DB  ほか

参考）調査のデータソース
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・調査者： 建築⼠および調査業務経験者

 

・参加数： 

調査体制

調査員には事前説明を⾏い「守秘義務に関する覚書」を締結
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第1回 
第2回  
第2回追加 

42名
69名
  6名

＋調査事務局



・調査員は2人1組でチーム編成
 

・外観を調査、ipadで調査票入⼒ 

・ipadで写真撮影
 

・ipadで調査票と地図を連動し
  正確な位置情報を入⼒

調査方法

マップ＋リスト
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参考）調査票

・建物概要

・外観所⾒

・写真

・位置情報

（マッピング）
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・調査結果をもとに建物を評価

・「とても価値がある∕価値がある」を
 色分けし地図上に可視化

・地区ごとの割合を算出し重点区域を抽出

・重要建物のプロット図を作成し
  地域の特徴と重ね合わせ

調査結果の整理
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・調査報告書

調査の成果（アウトプット）

・エリア調査レポート ・住宅資源リスト

・評価スコア図

・資源マップ

・データベース
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・実際の救出事例



調査 ⽇程 調査単位・棟数 調査した建築⼠

 第⼀回  2025年
 3/11〜19

 能登町 14単位    892棟
 輪島市   5単位    331棟
       合計   1,223棟

 42名

 第⼆回  6/18〜7/1
10/9、11/26

 珠洲市 24単位 2,152棟
 輪島市 13単位 1,092棟
         合計    3,244棟

 75名

実施報告
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輪島市⼀部、穴水町全域、 志賀町、七尾市は今後継続して実施予定



所有者

地域

⾃治体

・ 修繕の可能性を提⽰
・ 住まい∕活⽤∕賃貸など多様な再⽣を提案
・ 活⽤希望者の視察ツアーで利活⽤を促進

・ 重点区域でともに復興方針を検討
・ 地域の再⽣、まちづくり、防災計画に活⽤

・ 県とタスクフォースを立ち上げ継続調査
・ 政策立案や助成スキーム設計の基礎データ
 としての活⽤
 

調査結果の活⽤

調
査
結
果
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

点

群
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休眠事業による成果の確認

調査システムを開発し
第⼀回、⼆回調査実施

・約4,300棟を調査
・「残せる住宅」の抽出
・実際の救出事例
・重点区域の選出
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休眠事業  県事業

タスクフォースの連携で
第三回、四回と調査を継続

・保存可能な住宅を救う
  仕組みが制度に反映
・防災・空き家対策と連動

建築人会議も「地域復興のパートナー」 として
認知され、被災地で調査・相談・提案・マッチングに
取り組む体制が確立

橋
渡
し



参考）第⼀回、第⼆回（休眠事業）タイムライン
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14

従来の選択肢

応急危険度判定・被災度区分判定

新たな選択肢
能登復興建築人

公費解体・自費解体

自立再建 災害公営住宅

自立再建
（補修・改修）

調
査

判
断

実
装 集落再生・観光資源

生業拠点・まちづくり

（被災集落・被災家屋）

住宅相談（面談＋現地調査）

被災家屋調査（建物外観・集落調査）
一部、建物内部調査

被災地域住民との被災家屋活用 座談会

住宅・共同住宅・長屋
宿泊施設・店舗・事業所

公的施設

民間事業・公民連携事業（エリマネ・不動産）
面的活用 点的活用

群と点

活用事業者による視察活用検討ツアー

会議

発災（被災）

参考）主体関係図



参考資料）調査報告
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2025年3⽉ 【第⼀回調査】 能登町＋輪島⼀部

輪島市調査範囲（⼤沢・上⼤沢、三井町、南志⾒、金蔵）

能登町調査範囲 全域

調査期間
・2025年3⽉11⽇〜
          3⽉19⽇

参加調査員
・延べ42名
・20調査単位

対象物件
・半壊〜全壊
・公費解体申請なし
・近代和⾵リスト

対象件数
・能登町：912件
・輪島市：355件
合計：1,267件

調査済み数
・能登町：892件
・輪島市：331件
合計：1,223件

参加調査員：延べ42名（建築専⾨家39名（建築⼠33名）、学⽣2名、事務局1名）
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2025年7⽉ 【第⼆回調査】 珠洲市＋輪島市⼀部

珠洲市＋輪島市⼀部調査範囲

調査期間
・2025年6⽉18⽇〜
          7⽉1⽇

参加調査員
・延べ69名
・34調査単位

対象物件
・半壊〜全壊
・公費解体申請なし
・近代和⾵リスト

対象件数
・珠洲市：2,155件
・輪島市：766件
合計：2,921件

調査済み数
・珠洲市：2,152件
・輪島市：764件
合計：2,916件
※まだ整理前なので、
特定できていないも
のや重複物件もいく
つか含まれている。

参加調査員：延べ69名 18



2025年10⽉ 【第⼆回追加調査】 輪島市⾨前町黒島町

調査範囲

調査期間
・2025年10⽉9⽇

参加調査員
・6名
・3調査単位

対象物件
・全数

対象件数
・黒島町：291件+α

調査済み数
・システム：203件
・紙   ： 25件
      合計：228件

19



まとめ

 調査棟数∕調査単位
能登町：  912∕14     
輪島市：1967∕23
珠洲市：2163∕24          
    
 調査棟数精査前∕調査単位
七尾市：3962∕40
志賀町：4162∕42
穴水町：1330∕14
              
計  ：11189∕132

 調査棟数概算∕調査単位
能登町：1021∕15     
輪島市：1218∕18
珠洲市：  652∕10          
七尾市：1897∕28     
志賀町：  783∕12
穴水町：  385∕  6
              
計  ：5,956∕89

10調査単位（12⽉想定時）
24調査単位（3⽉確定時）

珠洲市
0調査単位（第⼆回調査後）

18調査単位（12⽉想定時）
29調査単位（3⽉確定時）

24調査単位（第⼀回調査後）

輪島市
13調査単位（第⼆回調査後）

6調査単位（12⽉想定時）

13調査単位（3⽉想定時）

穴水町
14調査単位（9⽉整理途中）

15調査単位（12⽉想定時）
14調査単位（3⽉確定時）

0調査単位(第⼀回調査後)
能登町

残り：119調査単位

全体：138調査単位

全体：89調査単位

残り：85調査単位

残り：109調査単位

28調査単位（12⽉想定時）

35調査単位（3⽉想定時）

七尾市

40調査単位の内
北部地区20程度（整理途中）

12調査単位（12⽉想定時）

23調査単位（3⽉想定時）

志賀町

41調査単位の内
北部地区20程度（整理途中）

第⼀回

第⼆回

第三回

第四回
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調査票の例

所⾒を分析 21



建物価値と活⽤可能性の分析例 総合評価 上位2項⽬
赤：とても価値がある
緑：価値がある

「建物としての評価」
都市的な観点∕建築的な観点
のスコアを⾜して評価

「活⽤可能性の評価」
立地が良い（交通の便・周辺環境）
のスコアを⾜して評価

残す価値⼤きい

可能なら保全
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重点地区の設定候補 「地区ごとの傾向」

調査エリアごとの
評価１（とても価値がある）及び評価２（価値がある）
の物件を⾜した数と、
調査済み数に対する
評価1+2の割合を色分けした図
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展開案 「地域状況の把握」

出典：Google earth

七
 

浦

黒
 

川

深
 

⾒

宇
出
津

若
山
地
区

黒川：農村、⾥山、⽥園⾵景、⼤型農家型住宅
宇出津：漁師町、漁村
若山地区：農村、⼤型農家型住宅、山奥の住まい方
深⾒：海岸沿い集落
七浦：海岸沿い集落 群としての価値

三
 

波

上
 

町

上
戸
地
区

⼤
屋
・
⻄
保
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重点候補 「群」（集落・地区） 例）A地区（能登町）
評価１（とても価値がある）及び評価２（価値がある）の物件のプロット
群として評価の高いまとまりと重要な家屋も存在する地域
地勢的特徴も魅⼒的

NT1755

NT15710

NT4809（半）※解体指⽰
完了

対象外だが、調査員が残したいと
取り上げた建物

陰地管理 エゴ・ソエ 25



重点候補 「点」 建築（家屋） 例）m邸

公費解体ステータスが「解体指⽰完了」となっており、今回の調査対
象ではなかったが、調査員が残したいと取り上げた建物
区長の努⼒もあり、救出された物件

調査員によるエリア調査レポート

重要建物プロット図
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